
 
 

 

四日市公害と環境未来館 

四日市教会を訪ねる 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 申し込み先 京都教区カトリック正義と平和協議会   

℡ 075-366-6609  fax 075-366-6679 

        E₋mail.seiheikyo@kyoto.catholic.jp                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

申 込 書 

 

名 前               所属教会名             ・京都駅   大津駅  (どちらかに〇) 

 

住 所                                当日の連絡先電話番号 

             主催：京都教区カトリック正義と平和協議会 

京都教区カトリック正義と平和協議会現地学習会 

 

 

集 合：京都駅   8時 00分  京都駅烏丸中央口みどりの窓口付近  

    大津駅   8時 30分  大津駅より貸し切りバス  

   帰 着：大津駅   16時 30分頃 

   行 程：大津駅出発→トイレ休憩→環境未来館（10：30）→館内見学（語り部さんによる 

案内と館内見学）→四日市教会（聖体訪問・昼食）トイレ休憩→ 

大津駅（16：30頃帰着予定） 

       （＊環境未来館…三重県四日市市 ℡059-354-8065） 

   参加費：３，０００円（当日徴収します） 

定 員：20名（先着順）     

＊昼食（弁当）は各自ご持参ください 

昭和 30 年頃から、日本は戦後復興から高度経済成長期に入り、経済優先の社会背景のも

と、全国各地に大規模な工場が次々と建設され、工場周辺ではさまざまな公害が発生しま

した。日本四大公害病の一つ四日市ぜんそくは、大気汚染によって多くの人々がぜん息に

かかるなど深刻な健康問題を引き起こしました。これは複数の企業によって起こった公害

で、裁判はとても難しいものでしたが、弁護団や科学者など、多くの人の支援があり、1972

年に四日市公害裁判は、患者側の全面的な勝利に終わりました。当時の状況などをお聞き

しながら学びませんか。           


